
令和5年度
第2回住吉区医師会

感染対策カンファレンス
Sumiyoshi Osaka Medical Association 

Infection Control Conference

(SMICC)

令和6年3月15日（金）7:45-8:15

Zoom会議

当日論旨：おはようございます．早朝からのカンファレンス参加あ
りがとうございます． SMICC

住吉
区医師会

感染対策カンファレンス



本日の話題

◆今期の感染症動向

◆来年度診療報酬改定

◆感染対策訓練（ビデオ供覧）

当日論旨：SMICC参加12施設からの2023/11~2024/2の感染症の動向，
令和6年度診療報酬改定感染関連項目の改定点，感染対策訓練のビ
デオ供覧を行います SMICC

住吉
区医師会

感染対策カンファレンス



感染症検査数と陽性率

(住吉区医師会S M I C C参加1 2医療機関集計 )

2023/11～2024/2 期

当日論旨：まず，今期の感染症数を住吉区での動向と全国の動向の
比較検討です． SMICC
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )①COVID19

検査数・陽性率推移
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SMICC

当日論旨：住吉区では前年から2000件あまりの検査数が行われてお
り陽性者数は減少傾向．国立感染症研究所のデータでは本年若干減
少傾向である． SMICC
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )➁インフルエンザ

検査数・陽性率推移

917
786 877

1028 991

1485 1366
1645

2382
2174 2090

3% 5% 4% 5% 6%
16%

28%
36% 39%

34% 34%

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

検査数2023年 検査数2024年 陽性率2023年 陽性率2024年

当日論旨：検査数はCOVID19とほぼ同数であるが，インフルエンザ
ではCOVID19よりも陽性率・数はともに多かった．国立感染症研究
所のデータでは例年よりかなり少ない．
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )③ノロウイルス

検査数・陽性率推移
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当日論旨：ノロウイルスは昨年からやや増加の様子．国立感染症研
究所のデータはありません．
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )

④ロタウイルス
検査数・陽性率推移
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当日論旨：今期はSMICC，IDWRとも感染数は少ない．これからの増
加に注意しましょう．
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )

(アデノウィルス)

⑤アデノウィルス（咽頭結膜熱）
検査数・陽性率推移
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当日論旨：全国的には昨年から増加しておりSMICCでも同様の傾向
がみられている．まだまだ要注意です．
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )⑥RSウイルス

検査数・陽性率推移
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当日論旨：全国的にはやや少ないが，SMICCでは比較的増加傾向．
これからの要注意感染症です．
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )⑦ヒトメタニューモウイルス

検査数・陽性率推移
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当日論旨：主に小児科で検査されているようですが今年になってや
や感染数は減少．
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )⑧麻疹

検査数・陽性率推移

3月13日MBSニュース等

UAE関連の麻疹（はしか）で10人目。

大阪府などによりますと、京都市に住む３０代の男性は３月７日に発熱した後、鼻水やせき、発疹などの症状が出て、

３月１２日にはしかに感染していることが分かったということです。 男性は２月２４日、ＵＡＥ＝アラブ首長国連邦

から関西空港に到着した飛行機に乗っていたはしかの感染者と、空港で接触していたということです。 この便の乗客

以外ではしかの感染が分かったのは大阪府が把握する中では今回が初めてで、府などは男性が発熱する前日の行動経路

をホームページで公開し注意を呼びかけています。

感染者は2月24日にエティハド航空EY830便で、UAE（アラブ首長国連邦）から関西国際空港に到着、この関連では10人

の感染が確認されている。
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当日論旨：SMICCでは陽性は検出されていないが3月になりUAE関連
の麻疹発症者が10名となっているというニュースがあった．
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https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E9%BA%BB%E7%96%B9&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_6c623d19360a83c604236117a7190767b62d9ad9
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%82%A8%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%8F%E3%83%89%E8%88%AA%E7%A9%BA&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_6c623d19360a83c604236117a7190767b62d9ad9
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E9%96%A2%E8%A5%BF%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E7%A9%BA%E6%B8%AF&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_6c623d19360a83c604236117a7190767b62d9ad9


2019年における大阪府内の麻しん患者累積報告数は149例で、
 2018年の15例より増加しました。
2020年における大阪府内の麻しん患者累積報告数は1例で、
 2019年の149例より大幅に減少しました。
2021年における大阪府内の麻しん患者累積報告数は0例でした。
2022年における大阪府内の麻しん患者累積報告数は0例でした。
2023年における大阪府内の麻しん患者累積報告数は5例です。
2024年における大阪府内の報告数は、第9週（2月26日～3月3日）が1例でした。
 また累積報告数は1例です。

図．ブロック別麻しん報告状況（2024年第9
週）

近年の世界と大阪府における麻しん患者発生数

当日論旨：中河内の1名発生は3月1日に報告されておりUAE関連と
思われる．世界ではアフリカ，中東での発症が多いようであるので
同地域渡航者には注意しましょう． SMICC
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https://www.iph.pref.osaka.jp/kansen/zbs/zmsn.html


2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )⑨風疹

全体の検査数・陽性率推移
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当日論旨：風疹では疑い症例も陽性例もなし．
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )⑩水痘

全体の検査数・陽性率推移
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当日論旨：水痘は全国的には少ない．SMICCでは検査をすると
100％の陽性率であった．
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )⑪流行性耳下腺炎

全体の検査数・陽性率推移
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当日論旨：全国的には発生は少ない様子．SMICCでは陽性数は少な
いが，検査を行うと100%陽性であった．

SMICC
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2023年11月～2024年2月期
( S M I C C 参 加 1 2 施 設 集 計 )⑫A群溶連菌

全体の検査数・陽性率推移
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当日論旨：これは昨年から要注意感染症となっており，SMICC，
IDWRともに例年より発生が多い．昨年からの傾向としてコロナ，
インフル，アデノ，溶連菌は今後も要注意感染症である．
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発熱患者診療 フル装備 N95＋α サージカルマ
スク＋α

ノーマスク

0 3 4 0

一般患者診療 フル装備 N95orサージカルマ
スク＋α

サージカルマ
スクのみ

ノーマスク

0 0 7 0

先生のマスク 医業もプライベートも
マスク

医業の時だけマスク 医業もプライ
ベートもノー
マスク

1 6 0

COVID19の５類移行後感染対策は
どうなさっているでしょう？

当日論旨：医師のマスク着用の様子をアンケートしました．フル装
備の方はおられず，また，ノーマスクの方もおられず．緩めになっ
てきている様子です． SMICC
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令和6年度診療報酬改定 （厚生労働省資料）

当日論旨：令和6年度の診療報酬改定のポイントを厚生労働省資料
を表示して抜粋． SMICC
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R6年3月5日厚労省資料

当日論旨：感染症関連の施設基準や新設項目についての概要．発熱
患者への対応に対する評価は今までの時限的加算が廃止となり加算
20点が新設されている． SMICC
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R6年3月5日厚労省資料

当日論旨：新設項目として発熱患者等対応加算と抗菌薬の使用実績
の評価が発表された．ACCESS抗菌薬の仕様がポイント． SMICC
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（厚生労働省資料）

当日論旨：厚労省解釈資料で感染関連部分の抜粋．初診とあるが当
該疾患の診察が当該月初めてという意味合いで保険診療上の初診料
算定条件とは異なる． SMICC
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（厚生労働省資料）

当日論旨：ここでもAccess抗菌薬がポイント SMICC
住吉
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WHO：AWaRe (Access, Watch, Reserve) 抗生物質ブック(2019年)
一般的な感染症に対する抗生物質の適切な使用に関するガイダンスは、多くの場面で欠如して
います。 WHOは、WHOモデル必須医薬品リストとWHOモデル小児用必須医薬品リストを補
完する「The WHO AWaRe (Access, Watch, Reserveの 3 分類) antibiotic book」を発表しま
した。 AWaReの定義は以下の通りです。

分類 説明 例

Access (アクセス) 一般的な感染症の第一選択薬また
は第二選択薬として用いられる耐
性化の懸念の少ない抗菌薬で、す
べての国が高品質かつ手頃な価格
で広く利用できるものです。

ペニシリン、アンピシリン、ア
モキシシリンなど

Watch (ウォッチ) 耐性化が懸念されるため、限られ
た疾患や適応にのみ使用すべき抗
菌薬です。

クロラムフェニコール、クリン
ダマイシン、フルオロキノロン
など

Reserve (リザーブ) 他の手段が使用できなくなったと
きにのみ使用される、最後の手段
として取り扱うべき抗菌薬です。

カルバペネム、ヴァンコマイシ
ン、リネゾリドなど

当日論旨：Access抗菌薬はWHOが提唱しているAWARE抗菌薬分類の
一般的第一選択の抗菌薬の事． SMICC
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https://japan-who.or.jp/


Accessの薬剤でWatchと重なる薬剤はWatchに含まれる

当日論旨：AWaRe抗生剤のWatch分類には普段処方しているマクロ
ライド系やキノロン系薬剤にもの抗菌薬が多数ある．処方使用には
注意しましょう．カルバペネムなどは特に注意と大阪急性期総合医
療センターの感染症講演会でも情報があった．

KANSENJounalNo. 742019. 09. 15から引用

SMICC
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OIPC南部ブロック耐性菌サーベイランス資料

当日論旨：OIPC南部ブロックサーベイランスで述べられているよう
なMRSA等の耐性菌の発生や難治性感染症の予防にAccess抗菌薬の
使用意識を高めましょう． SMICC
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令和6年度診療報酬改定
感染対策関連の改定部分

項目 算定 改定
前→後

備考

外来感染対策向上加算 月1回 6→6 診療所のみ．要届出
第二種協定指定医療機関
↳(R6.12まで経過措置あり)

発熱患者等対応加算 月1回 新設 20 診療所のみ．要届出

連携強化加算 月1回 3→3 診療所のみ．要届出，
要加算1施設と連携

サーベイランス強化加算 月1回 1→1 診療所のみ．要届出,
JANIS,OASCISに参加
OIPC南部ブロックから参加要請あり

抗菌薬適正使用加算 月1回 新設 5 要届出
Access抗菌薬使用比率60％以上又は参加診療
所実績上位30位以内
要サーベイランス参加(OASCIS)

当日論旨：感染関連部分のまとめ．加算1施設と連携せずともサー
ベイランス加算や抗菌薬適正使用加算は要件を満たせば算定可能．
感染対策を継続していきましょう．
（編集時追加：本改訂は6月から施行なので4月・5月の2か月間は外
来感染対策向上加算等基本的加算以外の発熱患者診療の加算は無く
なる模様． SMICC

住吉
区医師会

感染対策カンファレンス



手指衛生ビデオ供覧

やはり基本は手指衛生

当日論旨：ハクゾウメディカル社さんのサイトから手指衛生ビデオ
をお借りして供覧．（事前に問い合わせて許諾を得ています） SMICC

住吉
区医師会

感染対策カンファレンス



次 回 予 告

令和6年度
第1回住吉区医師会

院内感染対策カンファレンス
SMICC

開催日時：令和６年10月11日（金）

午前7：45～8：１5（予定）

当日論旨：次回予定です． SMICC
住吉

区医師会

感染対策カンファレンス



SMICC
住吉

区医師会

感染対策カンファレンス


	スライド 1: 令和5年度　 第2回住吉区医師会 感染対策カンファレンス Sumiyoshi Osaka Medical Association  Infection Control Conference (SMICC)
	スライド 2
	スライド 3: 感染症検査数と陽性率  (住吉区医師会SMICC参加12医療機関集計)  2023/11～2024/2　期  
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: 次　回　予　告  令和6年度 第1回住吉区医師会　 院内感染対策カンファレンス SMICC  開催日時：令和６年10月11日（金）  午前7：45～8：１5（予定）
	スライド 29

